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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 1,295 △18.2 △71 ― △75 ― △78 ―

2022年3月期第2四半期 1,584 16.6 46 ― 41 ― 40 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　△96百万円 （―％） 2022年3月期第2四半期　　39百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 △8.34 ―

2022年3月期第2四半期 4.25 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 1,814 438 24.2 46.33

2022年3月期 1,794 534 29.8 56.50

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 438百万円 2022年3月期 534百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,500 7.7 220 39.4 200 29.4 150 31.5 15.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 9,456,500 株 2022年3月期 9,456,500 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 1,004 株 2022年3月期 1,004 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 9,455,496 株 2022年3月期2Q 9,455,496 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな

る条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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当第２四半期
（連結）

前第２四半期
（連結）

前年同期比

増減額 増減率

 Ｃ＆Ｓ事業(*) 495 393 102 26.0%

 サービス事業 749 1,070 △321 △30.0%

 ＥＣソリューション事業 50 120 △69 △57.7%

 調整額 － － － －
 売上高 1,295 1,584 △288 △18.2%

 Ｃ＆Ｓ事業(*) 63 △14 77 －

 サービス事業 39 221 △182 △82.2%

 ＥＣソリューション事業 △26 △15 △10 －

 調整額 △148 △145 △3 －
 営業損益 △71 46 △118 －

 経常損益 △75 41 △116 －

 親会社株主に帰属する四半期純損益 △78 40 △119 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナの新たな段階へ移行が進められる中、各種政策

の効果等により持ち直していくことが期待されておりますが、原材料価格の上昇や急激な円安進行等により景気へ

の影響が懸念され、先行きは依然として厳しい状況にあります。

このような状況の中、当社グループは、既存顧客向けのシステム開発、電子決済ソリューション「Incredist」シ

リーズの開発及び販売、並びにAndroidスマホによるタッチ決済ソリューション「Tapion」の開発に注力いたしまし

た。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,295百万円（前期比18.2％減）、営業損失は71百万円

（前年同期は営業利益46百万円）、経常損失は75百万円（前年同期は経常利益41百万円）、親会社株主に帰属する

四半期純損失は78百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益40百万円）となりました。
（単位：百万円）

（*）Ｃ＆Ｓ事業：コンサルティング＆ソリューション事業

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　コンサルティング＆ソリューション事業

コンサルティング＆ソリューション事業においては、事業会社の基幹システム開発及び既存顧客向けのシステ

ム開発・保守等を行いました。

前期にプロジェクト損失を計上した反動により増収増益となりました。売上及び営業損益は概ね計画通り進捗 

しております。

以上の結果、売上高は495百万円（前年同期比26.0％増）、営業利益は63百万円（前年同期は営業損失14百万

円）となりました。

②　サービス事業

サービス事業においては、電子決済ソリューション「Incredist」シリーズや無人精算機向けの決済ソリューシ

ョンの開発及び販売、並びにマイナンバーカードを用いた公的個人認証サービス「myVerifist（マイ・ベリフィ

スト）」及びAndroidスマホによるタッチ決済ソリューション「Tapion」の開発に注力いたしました。

前期に「Incredist」の大型納品があった反動により、減収減益となりました。

以上の結果、売上高は749百万円（前年同期比30.0％減）、営業利益は39百万円（前年同期比82.2％減）となり

ました。

③　ＥＣソリューション事業

ＥＣソリューション事業においては、B2B向けECサイト構築パッケージ「EC-Rider B2B」の開発及び販売に注力

いたしました。

大型案件の開発スケジュールが遅延し、プロジェクト損失を計上したため、減収減益となりました。

以上の結果、売上高は50百万円（前年同期比57.7％減）、営業損失は26百万円（前年同期は営業損失15百万

円）となりました。

（2）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ19百万円増加し、1,814百万円となりました。

主な増減要因は、売掛金及び契約資産の減少（154百万円減）、現金及び預金の増加（135百万円増）及び前渡金の

増加（33百万円増）であります。

負債は、前連結会計年度末と比べ115百万円増加し、1,375百万円となりました。主な増減要因は、社債の増加

（188百万円増）及び未払消費税等の減少（83百万円減）であります。

純資産は、前連結会計年度末と比べ96百万円減少し、438百万円となりました。主な増減要因は、親会社株主に帰

属する四半期純損失の計上(78百万円)であります。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022年５月20日の「2022年３月期 決算短信」で公表した通期の連結業績予想に変

更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 676,235 811,261

売掛金及び契約資産 460,666 306,657

商品 183,943 191,542

原材料 60,162 77,442

仕掛品 9,891 6,260

前渡金 203,363 236,442

その他 50,762 42,039

貸倒引当金 △1,000 △1,000

流動資産合計 1,644,023 1,670,647

固定資産

有形固定資産 58,737 53,547

無形固定資産 9,440 8,412

投資その他の資産 82,424 81,408

固定資産合計 150,603 143,368

資産合計 1,794,626 1,814,015

負債の部

流動負債

買掛金 99,593 104,365

短期借入金 24,822 24,000

１年内償還予定の社債 136,000 168,000

契約負債 261,307 345,161

未払消費税等 83,589 －

未払法人税等 47,447 10,436

受注損失引当金 36,900 4,600

製品保証引当金 25,900 28,600

その他 37,286 39,209

流動負債合計 752,847 724,373

固定負債

長期借入金 353,332 341,332

社債 130,000 286,000

資産除去債務 20,704 20,704

その他 3,500 3,500

固定負債合計 507,536 651,536

負債合計 1,260,383 1,375,909

純資産の部

株主資本

資本金 1,205,123 1,205,123

資本剰余金 1,195,798 1,195,798

利益剰余金 △1,856,925 △1,935,807

自己株式 △1,452 △1,452

株主資本合計 542,543 463,662

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △8,300 △25,555

その他の包括利益累計額合計 △8,300 △25,555

純資産合計 534,243 438,106

負債純資産合計 1,794,626 1,814,015

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 1,584,130 1,295,615

売上原価 1,194,645 956,783

売上総利益 389,484 338,832

販売費及び一般管理費 343,176 410,756

営業利益又は営業損失（△） 46,308 △71,924

営業外収益

受取利息 2 8

為替差益 5,188 7,213

助成金収入 3,654 －

その他 659 775

営業外収益合計 9,505 7,997

営業外費用

支払利息 11,378 1,240

支払手数料 3,067 10,419

その他 0 －

営業外費用合計 14,445 11,659

経常利益又は経常損失（△） 41,368 △75,586

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
41,368 △75,586

法人税、住民税及び事業税 1,139 3,295

法人税等合計 1,139 3,295

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,228 △78,881

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
40,228 △78,881

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,228 △78,881

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △853 △17,254

その他の包括利益合計 △853 △17,254

四半期包括利益 39,374 △96,136

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 39,374 △96,136

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第2四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
41,368 △75,586

減価償却費 12,556 14,067

支払利息 11,378 1,240

売上債権の増減額（△は増加） 373,213 154,008

棚卸資産の増減額（△は増加） 278,046 △21,304

前渡金の増減額（△は増加） △285,519 △33,079

仕入債務の増減額（△は減少） △28,335 4,771

契約負債の増減額（△は減少） 10,126 83,853

その他 △46,957 △96,829

小計 365,877 31,141

利息及び配当金の受取額 2 8

利息の支払額 △11,378 △1,240

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 40,954 △40,019

営業活動によるキャッシュ・フロー 395,456 △10,109

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,414 △4,811

無形固定資産の取得による支出 △360 △1,497

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,774 △6,309

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 －

長期借入れによる収入 140,000 －

長期借入金の返済による支出 △15,965 △12,822

社債の発行による収入 - 242,604

社債の償還による支出 △62,000 △62,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △137,965 167,782

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,383 △16,337

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 250,100 135,026

現金及び現金同等物の期首残高 375,721 676,235

現金及び現金同等物の四半期末残高 625,822 811,261

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。これにより、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）1

四半期連結損益
計算書計上額

（注）2

コンサルティング

＆ソリューション

事業

サービス事業 ECソリューション事業

売上高
顧客との契約か
ら生じる収益

393,309 1,070,759 120,060 1,584,130 － 1,584,130

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売
上高

393,309 1,070,759 120,060 1,584,130 － 1,584,130

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － － －

計 393,309 1,070,759 120,060 1,584,130 － 1,584,130

セグメント利益
又は損失（△）

△14,540 221,767 △15,897 191,329 △145,021 46,308

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）1

四半期連結損益
計算書計上額

（注）2

コンサルティング

＆ソリューション

事業

サービス事業 ECソリューション事業

売上高
一時点で移転さ
れる財

124,323 458,401 23,576 606,300 － 606,300

一定期間にわた
り移転される財

371,193 290,906 27,216 689,315 － 689,315

顧客との契約か
ら生じる収益

495,516 749,307 50,792 1,295,615 － 1,295,615

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売
上高

495,516 749,307 50,792 1,295,615 － 1,295,615

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － － －

計 495,516 749,307 50,792 1,295,615 － 1,295,615

セグメント利益
又は損失（△）

63,159 39,550 △26,162 76,547 △148,471 △71,924

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全
社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年９月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全
社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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